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Abstract 
The present study compared the prediction accuracy of three CFD software packages for 

simulating a airflow over real terrain: 1) Meteodyn WT (turbulence model: k-L RANS), 2) WindSim 
(turbulence model: RNG k-ε RANS) and 3) RIAM-COMPACT® (turbulence model: the standard 
Smagorinsky LES), which has been developed by the lead author of the present paper. The results 
from the simulation with RIAM-COMPACT® were compared to those from two commercially-available CFD 
software packages (Meteodyn WT and WindSim) and were found to be in good agreement. 
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1．緒言 

第一著者は，LES乱流モデルに基づいたRIAM- 

COMPACT®1) (リアムコンパクト)と称する数値風況診

断技術の開発を進めている．RIAM-COMPACT®は，

九州大学発ベンチャー企業の(株)リアムコンパクト

(http://www.riam-compact.com/)が，(株)産学連携機

構九州から独占的ライセンス使用許諾を受けている．

主に国内の風力業界(民間の風力事業者，自治体，

風車メーカーなど)に対して普及に努めている． 

一方で，海外においてもRANS系乱流モデルを採

用した風力資源アセスメントに特化したCFDソフトウエ

アが開発され，各国に流通している．代表的なものに

フランスのMeteodyn社（http://meteodyn.com/)が開

発しているMeteodyn WT2) ，および，ノルウェイの

WindSim AS社（https://www.windsim.com/)が開発し

ているWindSim3)がある． 

本報では，前報4, 5)で対象とした急峻な傾斜角度を

有する3次元孤立峰に続き，実地形(平坦地形と複雑

地形)を対象としてLES系乱流モデルに基づいた

RIAM-COMPACT®ソフトウエアと，RANS乱流モデル

に基づいたMeteoDynソフトウエア，WindSimソフトウエ

アの計算結果(年間平均風速(m/s)，年間発電電力量

(kWh))の比較を実施した． 

 

2．計算手法，計算結果および考察 

本研究では，図1に示すように，平坦地形として静

岡 県 某 発 電 所 ( 風 車 8 基 ， 定 格 出 力 1,990kW or 

2,000kW，ロータ直径82m，風車ハブ高さ78m)を，複

雑地形として秋田県某発電所(風車5基，定格出力

1,990kW，ロータ直径82m，風車ハブ高さ78m)を対象

として数値風況シミュレーションを実施し，MeteoDyn，

WindSim，RIAM-COMPACT®の三種類の計算結果を

比較した．表1には，各ソフトウエアにおける計算手法

などを整理した表を示す． 

全てのソフトウエアともに，同じ期間(1年間)を対象と

し，風車の最寄り位置に存在する野外風況観測デー

タ(1時間間隔の時系列データ)との相関を考慮するこ

とで，風車ハブ高さ位置における年間平均風速(m/s)

および年間発電電力量(kWh)を算出している．平坦地

形の静岡県某発電所では，地上高50mの野外風況観

測データ(期間：2010年1月1日～2010年12月31日)を，

複雑地形の秋田県某発電所では，地上高30mの野外

風況観測データ(期間：2005年6月1日～2006年5月31

日)を対象とした．全てのソフトウエアともに風車の相互

干 渉 ( ウ エ イ ク ロ ス ) を 考 慮 し て い る ． な お ，

RIAM-COMPACT®における実風速への変換方法は

文献6)を参照して頂きたい． 
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(a) 平坦地形：静岡県某発電所(風車8基，定格出力1,990kW or 2,000kW，ロータ直径82m，風車ハブ高さ78m) 

 

 
(b) 複雑地形：秋田県某発電所(風車5基，定格出力1,990kW，ロータ直径82m，風車ハブ高さ78m) 

 

図1 本研究で対象とした実地形(風力発電所) 
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(a) 平坦地形：静岡県某発電所 

 

 
(b) 複雑地形：秋田県某発電所 

 

表1 各ソフトウエアにおける数値計算手法および計算パラメータなどの比較 
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(a) 平坦地形：静岡県某発電所 

 

(b) 複雑地形：秋田県某発電所 

図2 風車ハブ高さ位置における年間平均風速(m/s)の比較，地上高78m 
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(a) 平坦地形：静岡県某発電所 

 

(b) 複雑地形：秋田県某発電所 

図3 風車ハブ高さ位置における年間発電電力量(kWh)の比較，地上高78m 
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図2には，風車ハブ高さ位置における年間平均風

速(m/s)の比較を示す．図3には，風車ハブ高さ位置

における年間発電電力量(kWh)の比較を示す．得ら

れた結果を吟味すると，平坦地形の静岡県某発電所

および複雑地形の秋田県某発電所の両ケースともに，

MeteoDyn，WindSim，RIAM-COMPACT®の三種類

の計算結果はほぼ同様な傾向を示すことが示された． 

 

3．結言 

本報では，実地形(平坦地形と複雑地形)を対象とし

てLES系乱流モデルに基づいたRIAM-COMPACT®

ソ フ ト ウ エ ア と ， RANS 乱 流 モ デ ル に 基 づ い た

MeteoDynソフトウエア，WindSimソフトウエアの計算結

果(年間平均風速(m/s)，年間発電電力量(kWh))の比

較を実施した．ここで，全てのソフトウエアともに風車

の相互干渉(ウエイクロス)を考慮した．その結果，三種

類の計算結果はほぼ同様な傾向を示すことが示され

た．紙面図の都合上，ここでは示さなかったが，各ソフ

トウエアともに図に4に示すような局所風況マップ(合成

風況図)を作詞し，風況の空間的な分布を議論するこ

とも可能である． 
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図 4 複雑地形：秋田県某発電所を対象とした局所風況マップ，RIAM-COMPACT®ソフトウエア 


